
　ここはみなさんが主役のひろばです。 
　身近な話題をどんどんお寄せください。 

ぽ
け
っ
と 

こ
こ
ろ
の 

こ
こ
ろ
の 

こ
こ
ろ
の 

今
や
全
国
各
地
で
、
卓
球
ブ
ー
ム
で

あ
る
。

飯
舘
村
で
も
去
年
か
ら
卓
球
大
会
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
我
が
村
の
大
会
は

他
と
は
全
く
違
う
「
飯
舘
な
ら
で
は
の

大
会
」
で
あ
り
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
な

の
で
あ
る
。

普
通
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
っ
て
相
手

に
打
ち
勝
ち
勝
負
を
決
め
る
の
で
あ
る

が
、
我
が
村
の
卓
球
大
会
は
、
い
か
に

長
く
ラ
リ
ー
を
続
け
ら
れ
る
か
で
勝
負

が
決
ま
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
卓
球

大
会
の
名
も
「
思
い
や
り
・
ま
で
い
ラ

リ
ー
・
ピ
ン
ポ
ン
大
会
」
と
な
る
。
そ

う
、
相
手
に
打
ち
や
す
い
球
を
返
し
て

や
る
「
思
い
や
り
」
が
な
い
と
、
優
勝

は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
飯
舘
流
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

を
「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」
に
置
き
換
え
て

進
め
て
い
る
、
村
の
第
５
次
総
合
振
興

計
画
の
一
つ
の
試
み
だ
。

効
率
一
辺
倒
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
の
み

が
社
会
の
基
準
で
は
な
く
、「
人
と
人
と

の
係
わ
り
合
い
」、「
思
い
や
り
」、「
心
を

込
め
て
」、「
じ
っ
く
り
と
」
も
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
の
大
切
な
基
準
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
た
め
の
ピ
ン
ポ
ン
大
会
な
の
だ
。

こ
の
大
会
会
場
に
は
、
激
し
い
ラ
リ

ー
の
音
は
無
く
、
か
わ
っ
て
参
加
者
の

「
笑
い
声
」
や
「
声
援
」
の
大
き
な
声
が

響
く
。
夫
婦
の
部
、
親
子
の
部
、
さ
ら

に
子
ど
も
や
高
齢
者
の
部
も
あ
り
、
い

ず
れ
の
部
も
そ
の
盛
り
上
が
り
様
は
並

で
は
な
い
。
ピ
ン
ポ
ン
を
し
て
い
る
本
人

同
士
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
卓
球
台
の

周
り
の
応
援
者
か
ら
も
「
最
高
の
思
い

や
り
!!
」
と
か
「
そ
れ
が
30
年
連
れ
添

っ
た
思
い
や
り
な
の
？
」、「
お
父
さ
ん
よ

り
子
ど
も
の
方
が
思
い
や
り
は
上
だ
わ
」

な
ど
の
ジ
ャ
ブ
が
呼
ぶ
。
何
と
も
微
笑

ま
し
い
、
和
や
か
な
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
素
敵
な
素
敵
な
ピ
ン
ポ
ン
大
会
な
の

で
あ
る
。

飯
舘
村
か
ら
発
信
さ
れ
る
「
社
会
の

新
し
い
基
準
」
を
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
18
年
７
月
３
日

村
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
（
佐
々
木
勝
男
会
長
）
で
は
、
都

市
部
の
住
民
を
招
き
、
村
内
で
体
験

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
行
な
っ
て
い
る

「
あ
い
の
沢
」
民
家
園
の
屋
根
葺
き
替

え
と
、
農
山
村
の
生
活
を
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
同
研
究
会
が
企
画
し
た

も
の
で
、
今
回
は
埼
玉
県
や
宮
城
県

な
ど
か
ら
５
組
10
人
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
は
、
参
加
者
と
会
員
が
民
家

園
の
屋
根
葺
き
替
え
を
体
験
。
屋
根

に
挿
し
た
茅
を
�
ガ
ギ
�
と
呼
ば
れ

る
木
製
の
道
具
で
叩
き
、
表
面
を
な

ら
し
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
「
葺
き
替
え

作
業
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
で
も
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
会
員
宅
な
ど
を
訪

れ
、
自
然
素
材
を
使
っ
た
工
芸

品
な
ど
の
製
作
現
場
を
視
察

し
た
後
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
に

て
地
元
食
材
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

を
味
わ
い
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
は
、
引
き
続

き
都
市
部
の
住
民
と
の
交
流

事
業
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。ま

た
、
現
在
会
員
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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③
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①
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１
②
飯
樋
③
臼
石

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
走
り
高

跳
び
な
ど
男
女
各
７
種
目

で
記
録
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
男
子
80
�
ハ

ー
ド
ル
で
は
大
会
記
録
に

０
・
１
秒
、
女
子
８
０
０

�
で
は
大
会
記
録
に
０
・

６
秒
迫
る
好
記
録
が
出
ま

し
た
。

大
会
成
績
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。（
各
種
目
３

位
ま
で
）

村
教
育
研
究
会
（
星
国

央
会
長
・
草
野
小
校
長
）

が
主
催
す
る
「
村
内
小
学

校
陸
上
競
技
大
会
」
が
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
、
村

内
小
学
校
の
６
年
生
（
一

部
５
年
生
も
含
む
）
80
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
、
児
童
ら
は
１
０
０
�

走
や
ハ
ー
ド
ル
走
、
ソ
フ



氏　　　名 年　齢 行政区

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）
※昨年同期は、平成12年国勢調査に基づく現住人口

赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

（－5人）

（－4人）

（前月比）

（－9人）

（＋4戸）

草
野
小
体
育
館
で
行
わ
れ

た
宮
内
行
政
区
の
区
長
杯
で
、

地
区
住
民
ら
が
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
「
ス
ポ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
ポ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
球

を
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
打
ち
、
穴

に
入
っ
た
得
点
を
競
う
ゲ
ー

ム
で
、
親
子
教
室
な
ど
で
全

国
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
行
政
区
が
世

代
間
交
流
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
５
次
総
の
地
区
別
計
画

の
補
助
を
受
け
２
組
購
入
し

た
も
の
で
、
こ
の
日
が
使
い

初
め
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
地
区
住
民
ら
は

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
感
覚
で
簡
単

に
で
き
る
が
、
距
離
感
を
つ

か
む
の
が
難
し
い
」、「
誰
で
も

気
軽
に
で
き
る
か
ら
楽
し
い
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

昨年６月、草野地内で県道を横断中の女
性が車にはねられ死亡する事故が発生して
以来、交通安全関係団体の事故防止活動などによって村
内での死亡事故ゼロの日が続いています。
６月９日で死亡事故ゼロの日が３６５日を達成し、飯
舘駐在所が南相馬警察署から表彰を受けました。
村交通安全対策協議会では、10月22日の500日を当面
の目標として活動中です。
皆さんも交通事故にあわない・起こさないよう心がけ
ましょう。

優
勝
第
２
部
（
宮
　
内
）

▽
指
揮
者
・
北
原
　
経
博

１
番
員
・
菅
野
　
昌
彦

２
番
員
・
菅
野
　
真
澄

３
番
員
・
長
谷
川
秀
樹

補
充
員
・
西
川
　
孝
広

２
位
第
３
部
（
深
　
谷
）

３
位
第
４
部
（
伊
丹
沢
）

８
月
６
日
に
相
馬
市
で
開
催

さ
れ
る
「
第
35
回
消
防
操
法

競
技
相
馬
地
方
大
会
」
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

「
第
９
回
飯
舘
村
消
防
団

消
防
操
法
競
技
大
会
」
が
草

野
小
校
庭
で
行
わ
れ
、
団
員

ら
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。

今
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
第

１
分
団
か
ら
８
チ
ー
ム
。

ま
た
、
第
１
分
団
機
動
部

が
ポ
ン
プ
車
の
部
の
模
範
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
第
２
部

（
宮
内
）
が
優
勝
し
、
機
動
部

（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
と
と
も
に
、

村内で「子育てサポーターの会
（小林洋子代表）」が活動しています。

この会は、村が15年度から３年間実施した「子育て
サポーター育成研修会」を受講し、認定を受けたサポ
ーターらが自主的に結成しました。
親が各種事業等に参加している間、会場に保育ス
ペースを設けて一時的に預かり保育をします。
１回目の活動となったこの日、草野幼稚園にて、日
曜参観に参加した親から幼児を預かり、園内を散歩し
たり一緒に遊んだりしました。
また、25日の「までい子育てクーポン交付式」でも、
保育活動をしました。

村
子
供
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

（
和
田
正
裕
会
長
）
で
は
、
年
間

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
ビ
リ
ン
バ

ウ
奏
者
の
丸
山
祐
一
郎
さ
ん
を
招

き
「
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
楽
器
づ
く

り
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
子
供
会
の
会
員
な

ど
約
60
人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は

丸
山
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

水
を
入
れ
た
空
き
缶
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
た
り
切
込
み
を
入
れ
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
楽
器
「
水
カ
ン
リ
ン
バ
」

を
作
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
手
作
り
楽

器
が
奏
で
る
個
性
あ
ふ
れ
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）


